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筑紫野市シニアクラブ連合会報
筑紫野市シニアクラブ連合会の活動は、一部
赤い羽根共同募金の援助をいただいております。

目
　
次

新
任
会
長
あ
い
さ
つ
�
��������







2

小
川
前
会
長
退
任
あ
い
さ
つ
�
�����




3

筑
紫
野
市
通
常
総
会
�
��������







4

シ
ニ
ア
連
会
長
表
彰
�
��������







5

役
員
紹
介
�
������������











5

地
区
総
会
�
����������









6
〜
7

文
教
活
動
報
告（
囲
碁
大
会
）�
�����




8

体
育
部
活
動
報
告（
三
大
ス
ポ
ー
ツ
）�
9
〜
10

歩
け
歩
け
運
動
報
告
�
��������







11

地
区
・
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
通
信

����


12
〜
17

《
随
　
想
》�
����������









18
〜
21

歌
碑
・
句
碑
を
歩
く

�
����������









22

会
員
文
芸
�
������������











23

こ
れ
が
私
の
生
き
が
い
�
�������






24

令和５年度　通常総会

新体制で新たな一歩新体制で新たな一歩
島村会長就任、組織強化目指す島村会長就任、組織強化目指す

　筑紫野市シニアクラブ連合会の今
年度の方針を決定する第 49 回通常
総会を多数の来賓の方の臨席のもと
5 月 9 日（火）開催しました。
　筑紫野市シニア連合会は、会長・
事務局長のほか理事 6 名の交代があ
りました。
　島村会長率いる新たな役員体制の
もと組織を強化し、会員の拡大や活
動の充実を図ってまいります。



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 88号（2）第 88号（2）令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

「
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
」
の
な
か
で

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
と
会
員
拡
大
を

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

島
村　

紀
生

《
会
長
あ
い
さ
つ
》

　

こ
の
た
び
、
当
連
合
会
の
理
事

会
に
お
き
ま
し
て
会
長
に
選
出
承

認
さ
れ
、
こ
の
大
役
を
お
引
き
受

け
い
た
し
ま
し
た
の
で
就
任
に
あ

た
り
、
ひ
と
言
ご
挨
拶
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
昭
和
48
年
に
発

足
以
来
、
本
年
度
で
大
き
な
節
目

の
50
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
我
が
国
の
社
会
経
済
構
造
や

人
々
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
を
基

盤
と
す
る
高
齢
者
の
自
主
的
な
組

織
と
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
通
し

て
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
知
識
や

経
験
を
活
か
し
て
、
地
域
の
諸
団

体
と
共
同
し
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
に
取
り
組
み
、
明
る

い
長
寿
社
会
づ
く
り
、
保
健
福
祉

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
高
齢
化
が
進
み
、

今
や
「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
超
高

齢
化
社
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
縮
小
・
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
高
齢

化
に
よ
り
、
会
長
や
役
員
に
な
り

手
が
い
な
い
た
め
に
ク
ラ
ブ
そ
の

も
の
が
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、

高
齢
化
と
と
も
に
長
く
働
く
人
が

多
く
、
70
歳
や
75
歳
は
ま
だ
若
い

と
い
う
意
識
や
、
人
付
き
合
い
が

面
倒
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
し

い
会
員
が
入
ら
な
い
こ
と
な
ど
が

大
き
な
理
由
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

行
し
て
い
く
中
で
、
我
が
国
の
活

力
を
維
持
し
、
全
て
の
世
代
が
輝

け
る
地
域
共
生
社
会
を
築
き
上
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
高
齢

者
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
会
員
増
強
を
進
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
多
く
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
集
い
、
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
居
場
所
と
と
も
に
、

健
康
で
心
の
安
ら
ぎ
と
充
実
感
を

育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
自
分

に
で
き
る
範
囲
で
仲
間
と
と
も
に

助
け
合
い
支
え
合
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
会
員
増
強
は
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
で
も
あ
り
ま
す
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
、

地
域
の
絆
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
支
え
合
い
の
精
神
と
元
気
が
地

域
の
絆
を
取
り
戻
し
、
助
け
合
い
・

支
え
合
い
の
地
域
を
蘇
ら
せ
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

よ
る
行
動
制
限
の
解
除
に
よ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
」

の
中
で
、
会
員
は
自
分
の
判
断
で

感
染
症
対
策
を
取
り
な
が
ら
シ
ニ



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（3）第 88号（3）第 88号 令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

会
員
拡
大
を
目
指
し
て

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
前
会
長　

小
川　

豊

《
退
任
あ
い
さ
つ
》

ア
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

各
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、
高
齢
者
の

地
域
を
基
盤
と
し
自
主
的
に
組
織

さ
れ
た
団
体
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
で
生

活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
を

続
け
る
と
と
も
に
、
会
員
拡
大
に

　

熱
暑
の
候
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
3
年
4
月
か
ら
令
和

5
年
3
月
ま
で
2
年
間
、
会
長
と
し

て
就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間

を
振
り
返
る
に
、
困
っ
た
こ
と
、
感

謝
し
た
こ
と
な
ど
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
は
、
2
点
に
集
約
で

き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

令
和
2
年
1
月
に
国
内
で
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
あ
と
、
3
年
の
間

に
8
回
の
感
染
流
行
の
波
が
起
き
ま

し
た
。繰
り
返
し
緊
急
事
態
宣
言
で
、

日
常
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。特
に
、

当
会
の
13
代
目
の
会
長
・
佐
々
木
孝

氏
が
、
令
和
2
年
8
月
現
役
の
ま
ま

コ
ロ
ナ
に
感
染
さ
れ
、
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
後
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
役
員
は
も
ち
ろ

ん
会
員
の
す
べ
て
の
人
が
、
敏
感
に

反
応
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
事
業
へ

の
取
り
組
み
が
少
し
硬
直
化
し
ま
し

た
。

　

困
っ
た
こ
と
の
も
う
1
点
は
、

当
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数

が
、
ピ
ー
ク
の
平
成
19
年
度
68
ク
ラ

ブ
・
会
員
数
３
６
７
５
名
か
ら
令
和

4
年
度
3
月
53
ク
ラ
ブ
・
会
員
数

２
４
３
５
名
と
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。

　

な
ん
と
か
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
消
滅

や
会
員
減
少
の
歯
止
め
を
か
け
、
継

続
的
に
会
員
拡
大
の
努
力
が
必
要
で

す
。

　

感
謝
し
た
こ
と
は
、
各
地
区
か
ら

選
任
さ
れ
た
理
事
を
は
じ
め
、
総
務

部
、
文
教
部
、
体
育
部
、
女
性
部
の

役
員
の
皆
さ
ま
が
ご
協
力
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

　

特
に
、長
尾
龍
雄
事
務
局
長
に
は
、

事
業
運
営
は
も
ち
ろ
ん
新
し
い
取
り

組
み
な
ど
随
分
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

　

今
年
度
は
当
会
の
創
立
50
周
年
で

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
法
律
上
の
扱

い
が
「
5
類
」
に
移
行
、
以
前
か
ら

あ
る
他
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同
様

の
「
普
通
の
風
邪
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

島
村
新
会
長
、
ま
た
新
た
な
取
り

組
み
で
、
当
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
い
つ
ま
で
も
ご
健

勝
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
あ
げ
ま
す
。

取
り
組
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

当
連
合
会
で
は
、
元
気
な
仲
間

の
輪
を
広
げ
、
お
互
い
の
連
係
と

融
和
を
図
り
な
が
ら
、
連
合
会
の

充
実
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
市
当
局
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
並
び
に
各
諸

団
体
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
各

地
区
連
合
会
並
び
に
各
単
位
ク
ラ

ブ
の
益
々
の
ご
発
展
お
よ
び
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 88号（4）第 88号（4）令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

令
和
5
年
度 

通
常
総
会
開
催

　

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
今
年
度
の
方
針
を
決
定
す
る

第
49
回
通
常
総
会
を
5
月
9
日

（
火
）、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
カ
ミ
ー
リ
ヤ
）
に
て
51
単

位
ク
ラ
ブ
の
代
議
員
（
単
位
ク
ラ

ブ
会
長
）
が
出
席
し
、
平
井
一
三

市
長
を
は
じ
め
8
名
の
来
賓
の
臨

席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

島
村
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来

賓
を
代
表
し
て
平
井
市
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
あ
と
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

活
動
に
貢
献
・
功
績
の
あ
っ
た
6

名
の
方
に
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
松
永
達

始
郎
総
務
部
長
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
度
事
業

報
告
並
び
決
算
報
告
お
よ
び
監
査

報
告
に
続
き
、
小
川
豊
会
長
・
長

尾
龍
雄
事
務
局
長
の
退
任
に
伴

い
、
3
月
の
理
事
会
に
お
い
て
新

会
長
に
島
村
紀
生
氏
（
二
日
市
地

区
・
曙
町
ク
ラ
ブ
）・
事
務
局
長

に
牟
田
正
氏
（
筑
紫
地
区
・
ち
く

し
ク
ラ
ブ
）
が
選
出
承
認
さ
れ
た

役
員
人
事
の
報
告
が
な
さ
れ
、
決

議
事
項
の
2
0
2
3
（
令
和
5
）

年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
会
計
予

算
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
シ
ニ
ア
連
は
、
会
長
・
事
務

局
長
の
ほ
か
理
事
6
名
の
交
代
が

あ
り
、
島
村
会
長
率
い
る
新
た
な

役
員
体
制
の
も
と
組
織
を
強
化

し
、
会
員
の
拡
大
や
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
度
市

シ
ニ
ア
連
会
長
表
彰
の
受
賞
者
は

左
記
の
通
り
で
す
。

組
織
を
強
化
し

組
織
を
強
化
し

��

会
員
拡
大
と
活
動
充
実

会
員
拡
大
と
活
動
充
実

会長表彰の様子会長表彰の様子



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（5）第 88号（5）第 88号 令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

令和5年度 筑紫野市シニアクラブ連合会役員名簿

役職名 担　当 氏　名 地　区
会長・理事 会務総括 島村 　紀生 二日市

副会長
理　事

総務部長 松永 達始郎 筑紫南
文教部長 井上 　　章 二日市東
体育部長 金丸 　正憲 筑　紫
女性部長 中村 　和子 御　笠

槻木 　繁美 御　笠
町田 　松雄 山　家
大串 　俊二 二日市

理　事 体育副部長
女性副部長 安達 　幸子 山　家

役職名 担　当 氏　名 地　区

理　事

砥板 　絹代 二日市
内場 　律子 二日市東
隈本 　悠子 筑　紫
馬田 　涼子 筑紫南

監　事 監　査監　査 森 　　哲男 御　笠
氷室 　利三 二日市東

事務局長
理　事 事務総括 牟田 　　正 筑　紫

部会名 部長名 副部長名 委員名

総務部 松永 達始郎 吉川 　正義 高田 　克二 濱田 　健一 熊本 　　均 門脇 　良和
和田 　正広 山内 　清隆 脇山 　憲子

文教会 井上 　　章 尾中 　信裕 椎葉 　眞弓 中村 　隆一 木下 　安喜 雨河 　裕樹
志田 　正次 伊藤 　裕史

体育会 金丸 　正憲 安達 　幸子 力久 　実弘 右田 　忠治 立花 　重和 森崎 　勝彦 大石 　義信
兼田 　　清 中村 　武男 丸山 　関雄 伊丹 　君子

女性部 中村 　和子 安達 　幸子 砥板 　絹代 内場 　律子 隈本 　悠子 馬田 　涼子 村上 　奈奈
永落 　房子 石丸 伊久子 大久保 信子 永田 　富子

令和5年度 専門部委員名簿

（敬称略）

氏　名 地区名 単位クラブ名 クラブ活動歴
小林 　整江 筑紫南 光が丘 女性部長10年
江口 　龍海 二日市 鳥　居 会長11年
赤尾 　幸浩 二日市 本　町 副会長10年
調 　　和満 筑　紫 ちくし 副会長10年
花田 　正月 筑　紫 ちくし 班長18年
久米 　忠義 筑紫南 美しが丘南 会計8年

令和4年度　筑紫野市シニアクラブ連合会会長被表彰者



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 88号（6）第 88号（6）令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

二日市東地区

筑紫地区

二日市地区

地区総会続々開催！令和 5 年度

　筑紫野市シニアクラブ連合会では、新型コロナウイルス感染症まん延の影響　筑紫野市シニアクラブ連合会では、新型コロナウイルス感染症まん延の影響
で、各地区の立ち会いでの総会を中止しておりましたが、今年度より通常通りで、各地区の立ち会いでの総会を中止しておりましたが、今年度より通常通り
総会を開催することができました。総会を開催することができました。



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（7）第 88号（7）第 88号 令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

筑紫南地区

御笠地区

椿山発行に向け真剣討議
　文教部では、「椿山」発行に向けて定　文教部では、「椿山」発行に向けて定
期的に会議を開いています。投稿してい期的に会議を開いています。投稿してい
ただいた方の思いを届け、皆さんに楽しただいた方の思いを届け、皆さんに楽し
んでいただけるような広報紙づくりをんでいただけるような広報紙づくりを
行ってまいります。行ってまいります。
　皆様の活動や日々思っていることな　皆様の活動や日々思っていることな
ど、ぜひお寄せ下さい。ど、ぜひお寄せ下さい。
　ご投稿、お待ちしております。　ご投稿、お待ちしております。 紙面充実の意見飛び交う紙面充実の意見飛び交う

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 88号（8）第 88号（8）令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

文
教
部

文
教
部

（敬称略）

順　位 氏　名 クラブ名

優　勝 内場 　高広 石　崎

準優勝 漢 　　輝久 鳥　居

第３位 田中 　正一 京町北

Aパート

順　位 氏　名 クラブ名

優　勝 緒方 　裕之 京町北

準優勝 平嶋 　裕史 原

第３位 野口 　豊治 美しが丘南

Bパート

【夏季囲碁大会】25名参加

内
場
氏
、緒
方
氏
が
見
事
優
勝

《
夏
季
大
会
結
果
報
告
》

囲碁大会

　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
視
聴
覚
室
で
夏
季

囲
碁
大
会
を
7
月
4
日
（
火
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
島
村
会
長
の
激
励

の
挨
拶
が
あ
り
、
競
技
ル
ー
ル
の

説
明
を
受
け
て
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
組
み
合
せ
掲
示
板
を
手

作
業
か
ら
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
変
更

し
、
業
務
の
簡
素
化
を
図
り
、
1

回
戦
終
わ
る
ご
と
に
対
戦
相
手
を

変
更
す
る
作
業
は
1
名
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
A
パ
ー
ト
は
内
場
高
広

氏
の
圧
勝
、
B
パ
ー
ト
は
接
戦
に

な
り
同
率
の
方
が
3
名
の
た
め
、

判
定
は
ス
イ
ス
方
式
に
も
つ
れ
込

み
、
優
勝
は
緒
方
裕
之
氏
に
決
ま

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は

長
時
間
に
わ
た
り
お
疲
れ
様
で
し

た
。
閉
会
後
は
全
員
で
記
念
の
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

念願の表彰状授与念願の表彰状授与

夏季囲碁大会参加者の皆さん夏季囲碁大会参加者の皆さん



体
育
部

体
育
部

筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（9）第 88号（9）第 88号 令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　5 年度のシニア連の 3 大スポーツの初陣を切って 4 月 18 日（火）
ゲートボール大会が行われました。当日は晴天に恵まれ、島村新会
長の激励の挨拶があり大会が始まりました。
　今回も出場チームは 4 チームでしたがどの試合も活気あふれる試
合展開でした。今回の優勝チームは久しぶりに美咲チームでした。
美咲チームは選手が足りなかったので、強力な助っ人？（素人）が
応援に加わったのがよかったのかな？
　優勝した美咲チームは秋に行われます県大会に出場いたします。

　6 月 9 日（金）、諸田多目的グラウンドにて春季
ペタンク大会を開催し、24 チーム 96 名が参加し
ました。前回大会から審判員は体育部員および参
加選手が相互に行っており、競技規則等について
十分意識合わせを行うとともに、今回初めて選手にビブス着
用をお願いし、投球の順番等について審判員が明確に判断で
きるよう対処しました。
　競技は 1 コート 4 チームでリーグ戦を行い、最後まで見
逃せない熱戦が繰り広げられました。今回の優勝チームは筑
紫南地区の美しが丘北チームでした。同チームには県大会の
出場権が付与されました。

晴天のもと
美咲チーム優勝

ビブス着用で
熱戦！

ペタンク
大会

ゲートボール
大会

審判員には参加選手も審判員には参加選手も

久しぶりの優勝旗に感無量久しぶりの優勝旗に感無量

順　位 地区名 クラブ名クラブ名

優　勝 筑紫南 美しが丘北

準優勝 二日市 上古賀

第３位 山　家 山家 B

第４位 二日市 六反 A

第５位 二日市東 紫

大会結大会結果果

（敬称略）

順　位 地区名 クラブ名クラブ名

優　勝 筑　紫 美　咲

準優勝 二日市東 俗明院

第３位 筑紫南 美しが丘南

第４位 二日市東 紫ヶ丘

大会結大会結果果

（敬称略）



体
育
部

体
育
部

筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 88号（10）第 88号（10）令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

5
月
19
日
（
金
）
か
ら
雨
天
の

た
め
順
延
し
た
筑
紫
野
市
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
春
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
5
月
23

日
（
火
）、
諸
田
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
各
地
区
の
予
選
会
を
通
過
し

た
1
9
2
名
が
参
加
し
、
1
打

1
打
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、

日
頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ

グラウンド・
ゴルフ大会

ス
コ
ア
54
で

奥
田
頼
信
さ
ん
が
優
勝

大会結大会結果果
【男性】【男性】

順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 奥田　頼信 ちくし

準優勝 森崎　勝彦 むさしヶ丘

第３位 筬島　章允 天拝坂

第４位 山内　清隆 西小田

第５位 冨田　信之 天拝坂

順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 川原　興枝 紫ヶ丘

準優勝 一万田　朝子 むさしヶ丘

第３位 米倉　慶子 天拝坂

第４位 牟田　美智代 針摺東

第５位 水野　タカ子 針摺東

【女性】【女性】

（敬称略）

れ
て
い
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
総
合
優
勝
は
、
ス

コ
ア
54
の
奥
田
頼
信
さ
ん
（
ち
く

し
）、
女
性
の
部
優
勝
は
川
原
興

枝
さ
ん 

（
紫
ヶ
丘
）
で
し
た
。
ま

た
、
成
績
上
位
に
4
名
の
入
賞
者

が
い
た
「
筑
紫
南
地
区
」
に
は
、

9
月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
の

出
場
権
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

1 打 1 打が勝負です1打 1打が勝負です

ゲームの行く末に興味津々ゲームの行く末に興味津々



筑 紫 野 市 シ ニ ア 連筑 紫 野 市 シ ニ ア 連（11）第 88号（11）第 88号 令和 5年 8月 1日令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

歩
け
歩
け
運
動
報
告

歩
け
歩
け
運
動
報
告

こ
う
こ
う

み
ん
な
で

み
ん
な
で

歩
け
歩
け
運
動
報
告

歩
け
歩
け
運
動
報
告

こ
う
こ
う

み
ん
な
で

み
ん
な
で

桜　台桜　台若　江若　江

ちくしちくし下　見下　見

筑紫地区筑紫地区

御笠地区御笠地区

二日市地区二日市地区

筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
体
力
と
健
康
の
増
進

の
た
め
「
歩
け
歩
け
運
動
」
を

各
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

二日市東地
区

二日市東地
区

筑紫南地区筑紫南地区



第 88号（12）令和 5年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

5
月
7
日
（
日
）
コ
ロ
ナ
に

よ
り
3
年
間
開
催
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
総
会
を
3
年
ぶ
り

に
曙
町
公
民
館
で
開
催
し
、
51

名
と
多
数
の
参

加
者
で
し
た
。

　

総
会
後
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
女
性
の

有
志
に
よ
る
踊

り
と
カ
ラ
オ
ケ

で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
大
変

満
足
し
て
い
た

だ
け
る
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

令
和
５
年
度

�

と
き
わ
会
総
会
開
催

曙
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

58
名

会
員
数

【
会
長　

渡
邉　

英
敏
】

二日市

女性の有志による踊りの披露女性の有志による踊りの披露

手分けをして除草作業手分けをして除草作業

　6 月 3 日（土）の 8 時より 10 名による草刈を行
い、翌日 4 日（日）の 9 時より 22 名で 集草袋詰
めを行いました。台風 2 号の影響もなく無事作業
を終わらせることができ、約 60 袋もの集草ができ
ました。

ときわ会 紫児童公園の除草および集草ときわ会 紫児童公園の除草および集草

3 年ぶりの3年ぶりの
開催となりました開催となりました



（13）第 88号 令和 5年 8月 1日筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

二
日
市
東
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

５
７
６
名

会
員
数

【
会
長　

井
上　

章
】

二日市東
　

二
日
市
東
シ
ニ
ア
連
の
春

季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
4
月
27
日
（
木
）
に
筑
紫
運

順　位 氏　名氏　名 クラブ名

優　勝 峯 　　哲美 俗明院

準優勝 小早川 みさ子 針摺東

第３位 下柿元 義光 むさしヶ丘

第４位 大山 　裕司 針摺

第５位 一万田 朝子 むさしヶ丘

大会結大会結果果

ゴールを狙ってゴールを狙って

動
広
場
に
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ

地
区
役
員
よ
り
9
名
、 

各
単
位

ク
ラ
ブ
よ
り
98
名
の
参

加
が
あ
り
、
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
部
長
の
合
図

で
、
2
ラ
ウ
ン
ド
で
ゲ

ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
市

シ
ニ
ア
連
の
春
季
大
会

の
出
場
予
選
会
で
も
あ

り
1
打
1
打
に
集
中
、

そ
の
影
響
か
好
プ
レ
ー

が
続
出
し
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
38
名
も
出
る

大
会
で
し
た
。
上
位
53

名
の
選
出
も
終
わ
り
皆

さ
ん
楽
し
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
で
あ
っ
た

と
喜
び
無
事
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

　骨は常に生まれ変わっています。骨
の材料となるカルシウムを摂り、さら
にその吸収を高めましょう。

【カルシウムの多い食品例】
・牛乳　220mg（1本200ｇ）
・ヨーグルト 96mg(プレーン１個80ｇ)
・スキムミルク 220mg（大さじ3杯強20ｇ）
・もめん豆腐 93mg（100gあたり）
・納豆 36mg（1パック40g）

健康な骨のために
〜食事編〜 魚介類やきのこ類からビタミン

D を摂取し、カルシウムの吸収
率を上げましょう！

健康メモ



地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信

第 88号（14）令和 5年 8月 1日 筑 紫 野 市 シ ニ ア 連

長
年
の
見
守
り
活
動

地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
謝

東
新
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

29
名

会
員
数

【
会
長　

熊
本　

均
】

二日市東

　

二
日
市
東
小
学
校
児
童
を
、
平
成

17
年
か
ら
18
年
間
早
朝
か
ら
、
雨
の

日
、
風
の
日
、
寒
い
日
、
児
童
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
見
守
り

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
活
動
に
係
る
会
員
の
皆

さ
ま
の
平
均
年
齢
が
82
歳
を
超
え
、

特
に
朝
の
寒
い
日
は
健
康
面
を
考

え
る
と
心
配
で
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
児
童
の
皆
さ
ま
の
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
ご
苦
労
さ
ま
」
の

声
に
励
ま
さ
れ
た
の
が
大
き
な
要

因
で
す
。

　

見
守
り
の
活
動
を
継
続
か
、
中
止

か
役
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
先
に

述
べ
た
こ
と
を
尊
重
し
、
中
止
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

歴
代
の
会
長
を
は
じ
め
、
活
動
に

　18 年という長い間、子どもたちのために見守りありがとうございまし
た。天気や気候関係なく毎日続けていただけたことは本当にありがたい
ことだと改めて感じております。
　共働き世帯が増えた中で、保護者だけでは難しい毎朝の見守りにご協
力いただき、お陰様で私たち保護者は安心して子どもたちを送り出すこ
とができました。心よりお礼申しあげます。
　シニアクラブの皆さまのご健康をお祈り申しあげます。

令和 5 年 5 月 30 日
二日市東小学校 PTA 会長　森部　陽子

筑紫野市東新町シニアクラブの皆さま筑紫野市東新町シニアクラブの皆さま

　

4
月
23
日
（
日
）、
65

名
参
加
で
、「
花
立
山
温

泉
」
を
会
場
と
し
、
針
摺

東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
、
温
泉
入
浴

や
、
懇
親
会
を
楽
し
み
、

中
で
も
「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
」
の
演
芸
は
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

総
会
・
懇
親
会
開
催

針摺東シニアクラブ二日市東

【会長　長尾　龍雄】 98名会員数

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
感

謝
し
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
日
市

東
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ま
の
登

校
、
下
校
の
安
全
を
祈
念
申
し
あ
げ

ま
す
。
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地区・単位クラブ活動通信地区・単位クラブ活動通信
コ
ロ
ナ
も
収
束

�

さ
あ
、活
動
再
開
だ
‼

66
名

会
員
数

永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

【
会
長　

雨
河　

裕
樹
】

筑　紫

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

始
め
て
早
3
年

雨
河　

信
子

　

5
月
23
日
（
火
）
の
筑
紫
野
市
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
G
G
大
会
決
勝
、
6

月
3
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
自
治

区
管
理
地
「
永
岡
墓
地
」
清
掃
作
業

（
25
名
以
上
参
加
）、6
月
8
日
（
木
）

に
実
施
さ
れ
る
春
の
日
帰
り
旅
行

（
宮
地
嶽
神
社
他
41
名
以
上
参
加
）

の
開
始
、
他
P
K
大
会
へ
の
参
加
、

公
民
館
講
座
・
サ
ー
ク
ル
へ
の
積
極

的
参
加
（
料
理
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
・
コ
ー
ラ
ス
・
卓
球
バ
レ
ー
・
健

康
体
操
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
）
お
宮
の

境
内
で
月
・
水
・
金
実
施
の
G
G

練
習
な
ど
活
動
拡
大
の
時
期
が
参
り

ま
し
た
。
会
員
数
拡
大
の
た
め
、
公

益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の「
会
員
加
入
促
進
の
取
り
組
み
：

事
例
集
」
を

参
考
に
、
永

岡
区
の
60
歳

以
上
の
方
々

に
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
活
動

の
豊
か
さ
を

知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

　

今
か
ら
3
年
前
、
両
膝
の
人
工
関

節
置
換
手
術
を
し
ま
し
た
。
そ
の
前

の
年
に
永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
て
「
卓
球
バ
レ
ー
」
等
歩
か
な
く

て
も
す
む
軽
い
運
動
は
し
て
い
ま
し

た
が
、
50
年
間
自
動
車
ば
か
り
の
生

活
で
足
腰
が
弱
っ
て
い
て
、
た
だ
歩

く
よ
り
運
動
に
な
る
と
思
っ
て
、
永

岡
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好

会
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

同
好
会
は
90
歳
以
上
で
お
元
気
な

方
な
ど
、
自
分
よ
り
年
上
の
方
々
が

上
手
で
、
楽
し
く
プ
レ
ー
を
さ
れ
て

い
て
私
も
す
っ
か
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
虜
に
な
り
ま
し
た
。
半
年

間
ぐ
ら
い
は
1
ラ
ウ
ン
ド
す
る
ご
と

に
疲
れ
て
座
り
た
く
な
り
ま
し
た

が
、
段
々
疲
れ
な
く
な
っ
て
、
今
は

2
時
間
ぐ
ら
い
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
も

大
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。
30
年
間
永

岡
で
婦
人
用
品
の
お
店
を
し
て
い
ま

す
が
、
町
内
の
方
た
ち
と
の
付
き
合

い
は
少
な
く
、
永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
、
初
め
て
色
々
な
年
代

の
方
々
と
お
知
り
合
い
に
な
れ
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
休
憩

時
間
は
、
手
作
り
の
さ
し
入
れ
お
菓

子
を
摘
ま
ん
で
お
話
し
た
り
、
冬
期

ス
ポ
ー
ツ
で

�

好
成
績
残
す

は
ド
ラ
ム
缶
ス
ト
ー
ブ
で「
焼
き
芋
」

を
焼
い
て
も
ら
っ
た
り
、
先
輩
方
は

私
が
知
ら
な
い
色
々
な
生
活
の
知
恵

を
お
持
ち
で
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

す
。

　

永
岡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
色
々
楽

し
み
（
運
動
や
趣
味
、
料
理
の
サ
ー

ク
ル
・
日
帰
り
旅
行
・
忘
年
会
・
新

年
会
等
）
な
行
事
や
、
ま
た
、
花
や

野
菜
を
作
ら
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の

差
し
入
れ
な
ど
も
頂
き
感
謝
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
幅
が
広
が
る
と
思
い

ま
す
。
今
は
、
ま
だ
仕
事
が
中
心
で

す
が
、
年
齢
が
上
が
っ
て
も
色
々
な

活
動
に
参
加
で
き
る
と
思
う
と
楽
し

み
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も

先
輩
方
に
負
け
な
い
よ
う
に
も
っ
と

頑
張
ら
な
い
と
‼
と
思
っ
て
い
ま

す
。
身
体
の
た
め
に
も
、
心
持
ち
の

た
め
に
も
楽
し
ん
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
5
月
19

日
（
金
）、
諸
田
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催

さ
れ
、
筑
紫
南
地
区
よ

り
24
名
の
代
表
選
手
を

含
め
1
9
2
名
が
出

場
。
4
位
山
内
清
隆
、

6
位
田
尻
英
治
、
7
位

岡
部
隆
美
、
9
位
、
佐

藤
朗
、10
位
伊
藤
秀
人
、

上
位
10
位
に
5
名
が
入

り
、
西
小
田
チ
ー
ム
が

優
勝
。
県
大
会
へ
の
切

符
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

春
季
ペ
タ
ン
ク
大
会
は
、
6
月
9

日
（
金
）
に
実
施
さ
れ
、
24
チ
ー
ム

が
出
場
の
中
、
筑
紫
南
地
区
美
し
が

丘
北
チ
ー
ム
（
伊
藤
秀
人
、
山
内
富

子
、
増
本
久
子
）
は
、
第
1
回
戦
で
、

筑
紫
地
区
下
見
チ
ー
ム
を
4
対
2
で

下
し
、
第
2
回
戦
で
も
、
二
日
市
地

区
大
坪
B
チ
ー
ム
を
13
対
0
で
下

し
ま
し
た
。
つ
づ
く
第
3
回
戦
、
山

家
地
区
山
家
A
チ
ー
ム
に
6
対
4

で
勝
ち
、
総
得
点
23
の
3
連
勝
。
得

失
点
差
17
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
チ
ー
ム
と

ペ
タ
ン
ク
チ
ー
ム
と
も
に
県
大
会
へ

出
場
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
で
し

た
。
秋
季
大
会
お
よ
び
県
大
会
で
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

体
育
部　

兼
田 

清

筑紫南地区シニアクラブ筑紫南

【会長　松永　達始郎】 417名会員数
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光
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

１
５
４
名

会
員
数

【
会
長　

志
田　

正
次
】

美
し
が
丘
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

45
名

会
員
数

【
会
長　

伊
藤　

嘉
裕
】

筑紫南
　

6
月
16
日
（
金
）、
唐
津
市
呼
子
尾

ノ
上
R
y
o
k
a
n
へ
バ
ス
ハ
イ
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
旅
行
は
3
年
前
よ
り
計
画
を
し
て

い
た
も
の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
あ
え
な
く
延
期
。

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
を
受
け
て
今
年
よ
う

や
く
開
催
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
ハ
イ
ク
は
気
持
ち
の
良
い
新
緑

の
な
か
で
の
ド
ラ
イ
ブ
に
は
じ
ま
り
、

呼
子
で
の
食
事
と
満
足
の
い
く
も
の
で

し
た
。
食
事
で
は
今
年
は
イ
カ
が
不
漁

の
た
め
「
イ
カ
刺
し
は
形
が
小
さ
い
か

出
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
心
配

の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
出
て
き
た
も

の
は
立
派
な
サ
イ
ズ
で
思
わ
ず
笑
み
を

浮
か
べ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

企
画
か
ら
開
始
ま
で
3
年
の
余
白
が

あ
っ
た
た
め
、
高
齢
に
な
ら
れ
残
念

な
が
ら
参
加
で
き
な
い
方
が
増
え
て
い

ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
は
元
気
に

呼
子
で
の
1
日
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

光
が
丘
熟
年
の
会
は
恒
例
の
6

月
の
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
公
民

館
周
り
の
樹
木
の
剪
定
、
除
草
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
コ
ロ

ナ
対
策
で
限
ら
れ
た
人
員
で
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
会
員
の

公
民
館
周
り
は
ス
ッ
キ
リ
！ 

念
願
の
バ
ス
ハ
イ
ク

皆
さ
ま
に
呼
び
か
け
多
く
の
人
に

参
加
い
た
だ
き
、
1
時
間
ほ
ど
の
作

業
で
公
民
館
周
り
は
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
う
っ
と
お
し
い
梅
雨
シ

ー
ズ
ン
を
過
ご
す
た
め
の
大
事
な

作
業
で
す
。

バスハイク参加の皆さんバスハイク参加の皆さん
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当
初
4
月
25
日
（
火
）
の
予
定
が

生
憎
雨
と
な
り
5
月
1
日
（
月
）
の

予
備
日
で
開
催
す
る
。

　

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
青
空
で
絶

好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
日
よ
り

と
な
る
。

　

た
だ
、
大
会
当
日
参
加
者
の
変
更

が
多
く
組
み
合
わ
せ
等
の
や
り
替
え

が
あ
り
大
会
関
係
者
は
大
変
苦
労
さ

れ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

市
シ
ニ
ア
連
の
予
選
会
を
兼
ね
て

お
り
（
22
名
の
枠
）
選
手
は
、
真
剣

に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
丸
い
ポ
ス

ト
目
掛
け
て
打
ち
込
む
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
大
き
な
笑
い
声

あ
り
で
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
プ
レ
ー

し
て
い
る
姿
を
み
て
改
め
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
良
さ
を
感
じ
る
。

　

22
名
の
予
選
通
過
者
の
市
大
会
で

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

練習の成果を発揮練習の成果を発揮
グラウンド・ゴルフ大会グラウンド・ゴルフ大会

順　位 氏　名 クラブ名クラブ名

優　勝 永田 　武雄 みかさ台

準優勝 津下 　岩文 中阿志岐

第３位 坪屋 　頼子 みかさ台

第４位 福田 　雅通 牛島

第５位 田島 ムツ子 西吉木

大会結大会結果果

（敬称略）

順　位 チーム名 クラブ名クラブ名

優　勝 牛島（A） 牛島

準優勝 東風の会（B) 東吉木

第３位 上阿志岐西 上阿志岐西

第４位 原交友会 原

第５位 西吉木 西吉木

大会結大会結果果

（敬称略）

２
６
２
名

会
員
数

御
笠
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

【
会
長　

槻
木　

繁
美
】

御　笠
「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」報
告
書

　

６
月
１
日
（
木
）
雨
が
心
配
で
あ

っ
た
が
予
定
通
り
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
広
場
で
開
催
し
、
競

技
は
、
２
コ
ー
ト
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

序
盤
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

勝
ち
上
が
っ
て
く
る
に
従
い
競
技
に
も

ネ
ツ
を
帯
び
て
真
剣
に
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
応
援
に
も
力
が
入
り
だ
ん

だ
ん
声
も
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な
競
技
で

あ
り
ま
す
の
で
「
あ
の
ボ
ー
ル
を
狙

っ
て
」
と
か
周
り
か
ら
の
声
援
を
聞

い
て
い
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝
ち
上
が
っ
た

チ
ー
ム
は
左
記
の
通
り
で
上
位
４
チ

ー
ム
が
６
月
９
日
（
金
）
に
開
催
し

た
市
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
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筑
紫
野
市
シ
ニ
ア
連
合
会
の
皆

さ
ま
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
2
年
の
新
春
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
騒
動
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
が

勃
発
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
5
月

に
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
終
了
が
宣
言

（
W
H
O
）
さ
れ
、
約
3
年
間
に
わ

た
る
マ
ス
ク
着
用
の
三
密
の
生
活

か
ら
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
安
心
の
日
常
生
活
が
戻
っ

て
き
た
今
、
三
密
と
は
な
か
な
か

の
防
止
対
策
の
名
言
だ
っ
た
と
感

心
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、私
、椿
山
・
第
82
号
の
（
令

和
2
年
8
月
1
日
）、
第
84
号
（
令

和
3
年
8
月
1
日
）
に
投
稿
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
、
長
年
、
環
境
科

学
（
化
学
）
の
研
究
に
携
わ
っ
た

シ
ニ
ア
会
員
で
す
が
再
々
度
寄
稿

さ
せ
て
い
た
だ
く
動
機
は
、
標
題

の
科
学
技
術
は
人
類
に
眞
の
幸
せ

（
幸
福
）
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
疑

心
暗
鬼
に
陥
る
心
境
か
ら
で
す
。

　

今
日
の
日
本
は
、
戦
後
先
人
た

ち
の
臥
薪
嘗
胆
の
ご
尽
力
、
ご
努

力
に
加
え
、
科
学
技
術
の
進
歩
、

発
展
が
あ
っ
て
こ
そ
先
進
国
の
仲

間（
G
7
）に
在
る
現
実
に
敬
服
し
、

感
謝
の
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
私

も
、
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る
幸
せ

者
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
幸
せ
と
は
何
で
す
か
。
万

人
す
べ
て
価
値
観
は
異
な
り
ま
す

が
、
便
利
で
、
換
言
す
れ
ば
、
楽

が
で
き
、
さ
ら
に
も
の
が
豊
富
で

毎
日
美
食
可
能
な
日
常
生
活
が
幸

福
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
幸
せ
観
は
、
最
低
限
、
毎

日
食
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
可
能

で
、人
間
本
来
の
二
足
歩
行
（
動
く
）

が
可
能
で
あ
れ
ば
幸
福
と
考
え
ま

す
。

　
「
動
く
」
は
健
康
で
あ
れ
ば
可
能

で
す
か
ら
基
本
は
「
食
べ
る
こ
と
」

で
す
。

　

本
論
に
入
り
ま
す
。

　

今
日
の
温
暖
化
に
因
る
気
候
変

動
や
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

因
る
海
洋
汚
染
の
地
球
環
境
破
壊

は
、
人
間
は
も
ち
ろ
ん
、
言
葉
が

な
い
ほ
か
の
生
き
物
（
細
菌
、
ウ

イ
ル
ス
を
含
む
）
に
と
っ
て
棲
み

よ
い
自
然
環
境
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
ド
象
や
国
内
の
猿
、
熊
の

市
街
地
出
没
は
「
食
料
」
を
求
め

て
の
活
動
で
、
気
候
変
動
の
影
響

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

少
々
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
、
太

陽
光
合
成
（
炭
酸
同
化
）
に
つ
い

て
解
説
い
た
し
ま
す
。
太
陽
光
合

成
は
、
図
に
示
す
簡
単
な
反
応
式

で
す
が
大
変
意
味
深
長
な
化
学
式

で
す
。
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

温
暖
化
問
題
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
本
質
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ

の
解
決
策
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。

　

反
応
式
の
同
化
反
応
（
左
か
ら

右
）
は
、
緑
色
植
物
（
ク
ロ
ロ
フ

ィ
ル
）
が
炭
酸
ガ
ス
（
C
O
²
：

温
室
効
果
ガ
ス
）
と
、
水
か
ら
、

デ
ン
プ
ン
（
炭
水
化
物
：
有
機
物
）

な
ど
を
作
る
反
応
式
で
す
。

　

こ
の
反
応
で
非
常
に
重
要
な
要

因
が
、太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー（
h
ｖ
）

随随
想想

安
心
・
安
全
の
生
活
は
太
陽
に
あ
り

安
心
・
安
全
の
生
活
は
太
陽
に
あ
り

~~

科
学
技
術
は
地
球
環
境
を
破
壊
す
る
の
か

科
学
技
術
は
地
球
環
境
を
破
壊
す
る
の
か~~

大
坪
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
博
（
工
）　
近
藤
　
紘
之

O₂ O₂₂O
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の
関
与
で
す
。

　

太
陽
光
の
寄
与
な
く
し
て
デ
ン

プ
ン
は
で
き
な
い
の
で
す
。
専
門

的
に
は
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

デ
ン
プ
ン
の
結
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
集
積
さ
れ
た
宝
物
（
授
か
り

物
）
で
す
。

　

一
方
、
異
化
反
応
（
右
か
ら
左
）

は
次
の
通
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
炭
酸
同
化
反
応
で

作
ら
れ
た
米
や
野
菜
を
食
し
、
無

意
識
の
呼
吸
（
酸
素
：
O
²
）
で

燃
や
（
酸
化
）
し
、
生
き
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
A
T
P
：
ア
デ

ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
）
を
体
内
に
蓄

積
し
ま
す
。

　

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
物
質
と
呼
ば
れ
、
私
た
ち

が
生
き
る
う
え
で
大
変
重
要
な
物

質
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
水
が

最
重
要
物
質
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
お
き
ま
す
。

　

自
律
神
経
に
よ
る
呼
吸
は
、
酸

素
を
取
り
込
み
炭
酸
ガ
ス
（
ゴ
ミ
）

を
排
出
す
る
重
要
な
機
能
で
す
。

　

以
上
、
太
陽
光
合
成
の
基
本
を

解
説
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
今
日

の
地
球
環
境
破
壊
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
、
今
で
は

欠
か
せ
な
い
車
や
三
種
の
神
器
（
テ

レ
ビ
等
）、
そ
の
他
多
く
の
生
活
用

品
（
物
）
は
、
お
金
を
出
し
て
手

に
入
れ
る
商
品
（
有
価
物
）
で
す
。

化
学
合
成
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も

然
り
で
す
。
大
変
、
便
利
で
楽
で

き
る
生
活
用
品
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
物
造
り
に
は
、資
源
（
材
料
）

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
絶
対
必
要
条

件
で
す
。
無
か
ら
有
は
生
じ
な
い

真
理
で
す
。
デ
ン
プ
ン
が
で
き
る

理
屈
と
同
じ
で
す
が
、
最
も
異
な

る
点
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
違
い
で
す
。

デ
ン
プ
ン
は
太
陽
光
で
あ
り
、
商

品
（
人
工
物
）
は
、
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
で
す
。
次
の
違
い
は
、

人
工
物
造
り
に
は
高
度
な
科
学
技

術
が
必
要
で
す
が
デ
ン
プ
ン
は
葉

緑
素
（
植
物
）
が
作
り
ま
す
。

　

資
源
は
地
球
に
存
在
し
ま
す
が
、

有
限
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
だ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
智
慧（
？
）あ
る
人
間
は
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
造
り
を
考
え
た

訳
で
す
。

　

火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
で
す

ね
。
研
究
で
は
核
融
合
発
電
な
ど

あ
り
ま
す
が
。

　

こ
こ
に
、
火
力
発
電
は
石
炭
燃

焼
で
造
り
、
原
発
は
ウ
ラ
ン
（
U
：

2
3
5
）
の
核
分
裂
発
電
で
す
。
前

者
は
大
量
の
炭
酸
ガ
ス
を
発
生
し

温
暖
化
の
原
因
、
後
者
は
安
全
性

お
よ
び
放
射
性
廃
棄
物
処
理
が
大

問
題
の
現
状
で
す
。

　

以
上
、
結
論
を
列
記
い
た
し
ま

す
。

・
物
つ
く
り
に
は
、
資
源
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
科
学
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る

・
今
日
の
日
常
生
活
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
量
消
費
と
、
地
球
資
源
の
乱

用
に
よ
る
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
の
生
活
様
式
で
あ
る

・
今
日
の
経
済
活
動
（
マ
ネ
ー
社
会
）

は
、
必
需
品
か
否
か
で
は
な
く
利

潤
追
求
（
儲
か
る
）
を
主
目
的
に

し
た
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最

近
話
題
の
空
飛
ぶ
自
動
車
や
、
チ

ャ
ッ
ト
G
P
T
等
は
生
き
る
た
め

に
は
不
要
物
で
あ
る
。
特
に
、
後

者
は
人
間
の
尊
厳
を
疑
う
と
同
時

に
存
在
さ
え
も
危
惧
さ
れ
る

・
今
日
の
経
済
活
動
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
貧
富
の

差
を
生
じ
る
社
会
活
動
で
あ
る

最
後
に
一
言
。

　

46
億
年
前
に
地
球
が
誕
生
、
40
億

年
前
に
、
人
間
の
原
点
で
あ
る
生

き
物
（
タ
ン
パ
ク
質
）
が
誕
生
し
、

進
化
し
な
が
ら
約
5
0
0
万
年
前

に
、
現
在
の
人
間
（
猿
人
）
が
誕
生

し
た
。
な
か
で
も
27
億
年
前
に
酸
素

を
発
生
す
る
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア

（
ら
ん
藻
）
の
出
現
は
、
大
気
中
の

炭
酸
ガ
ス
が
酸
素
に
置
き
換
わ
り
、

海
の
生
物
が
陸
上
に
移
動
す
る
地

球
環
境
の
激
変
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
球
で
棲
息
す
る
私
た
ち
・

人
間
は
、
産
業
革
命
（
ワ
ッ
ト
の

蒸
気
機
関
）
以
降
に
大
変
化
し
た

生
活
様
式
を
、
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
の

生
活
様
式
に
回
帰
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
も
な
く
ば
、
地
球
環
境

破
壊
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
は
火
を

見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　

地
球
環
境
破
壊
は
、
人
間
冒
涜

の
因
果
応
報
と
認
識
し
猛
省
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
太
陽
の
地
球
環
境

に
生
か
さ
れ
て
い
る
真
実
に
感
謝
・

合
掌
し
ま
し
ょ
う
。

余
命
幾
ば
く
も
な
い
老
人
の
呟
き

（
思
紘
）
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随随
想想

随随
想想

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

西
小
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
髙
原
　
儀
雄

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
武
漢
で

発
生
し
て
す
で
に
2
年
あ
ま
り
。
以

来
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
増
加
傾
向
に
あ

っ
て
我
が
県
で
も
最
速
ペ
ー
ス
で
感

染
者
数
は
日
々
万
人
に
迫
る
勢
い
で

拡
大
化
し
続
け
て
い
る
」。

　

こ
れ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
年
の
我
が

県
内
の
最
悪
期
の
状
況
で
あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
僕
の
よ
う
な
基
礎
疾

患
を
い
く
つ
も
抱
え
た
年
の
80
を
越

す
超
高
齢
者
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
は
ま

さ
し
く
そ
こ
に
あ
る
危
機
で
あ
り
恐

怖
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
気
に
な
っ

て
毎
夜
輾
転
反
側
を
繰
り
返
し
て
は

眠
れ
ぬ
夜
を
明
か
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
、
よ
う
や

く
に
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
日
ご

と
に
減
少
化
傾
向
を
辿
っ
て
い
て
、

我
が
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
「
5
類
」

に
格
下
げ
し
て
は
医
療
体
制
を
見
直

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
季
節
性
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
と
し
、
よ
う
や
く

に
し
て
ひ
と
安
心
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
辿
り
着
い
て
き
た
。

　

し
か
し
、
待
て
、
待
て
。
安
心
す

る
の
は
早
い
。
油
断
大
敵
で
あ
る
。

そ
こ
は
変
幻
自
在
を
く
り
返
し
て
き

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
あ

る
か
ら
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
型
を
変
え
、
毒
性

を
高
め
、
変
異
を
く
り
返
し
て
は
再

び
我
々
人
間
界
の
脅
威
と
な
っ
て
出

現
し
て
く
る
と
思
う
。
必
ず
や
型
を

変
え
、質
を
変
え
、暴
威
逞
し
く
し
て
、

我
々
の
中
に
姿
を
見
せ
る
に
違
い
な

い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
私

た
ち
高
齢
者
は
再
び
彼
ら
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
脅
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
他
方
、
我
々
人
間
界

は
有
益
な
る
微
生
物
を
有
効
活
用
化

し
て
も
き
て
い
た
。
味
噌
醤
油
に
酒

類
な
ど
、
い
ず
れ
も
微
生
物
を
有
効

活
用
化
し
た
る
産
物
だ
が
、
さ
て
、

時
は
18
世
紀
に
始
ま
る
。

　

当
時
英
国
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
と
い
う

名
の
医
療
従
事
者
が
い
た
。

　

折
か
ら
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

で
も
天
然
痘
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い

た
が
、
鎖
国
政
策
を
と
っ
て
い
た
我

が
国
は
僅
か
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
国
と

国
交
を
ひ
ら
い
て
い
た
が
た
め
に
、

極
東
の
我
が
国
に
も
斬
新
的
な
天
然

痘
の
予
防
医
療
技
術
が
渡
っ
て
き
て

い
た
。

　
牛
痘
で
あ
っ
た
。

　

牛
痘
と
は
、
す
な
わ
ち
牛
の
乳
房

付
近
に
で
き
た
痘
瘡
の
汁
液
を
人
体

に
接
種
し
て
は
免
疫
機
能
を
高
め
る

予
防
策
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
た
り
今
日
の
ワ
ク
チ
ン
効

果
と
な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

そ
の
た
め
西
洋
諸
国
で
は
早
く
か
ら

そ
う
し
た
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
策

が
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

若
狭
小
浜
藩
の
倍
臣
杉
田
玄
白
に

前
野
良
沢
な
ど
に
よ
っ
て
漢
方
医
療

か
ら
西
洋
医
療
へ
と
大
き
く
方
向
転

換
を
図
っ
て
は
医
療
の
質
を
向
上
さ

せ
て
い
た
。
以
来
、
猛
威
を
ふ
る
っ

て
い
た
天
然
痘
は
劇
的
に
減
少
化
の

一
途
を
辿
っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
う

し
た
進
ん
だ
西
洋
医
療
技
術
で
も
っ

て
以
降
天
然
痘
患
者
の
発
生
件
数
は

減
少
化
し
つ
つ
、
や
が
て
天
然
痘
は

絶
滅
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。

　

い
う
な
れ
ば
、
人
類
の
英
知
で
も

っ
て
唯
一
絶
滅
に
追
い
込
ん
だ
天
然

痘
で
あ
っ
た
。

　

時
代
は
下
っ
て
、
伝
染
病
で
記
憶

に
新
し
い
の
が
エ
イ
ズ
で
あ
る
。
さ

ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
コ
レ

ラ
に
ペ
ス
ト
な
ど
い
ず
れ
も
当
時
と

し
て
は
新
種
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、

か
つ
、
新
型
の
病
原
菌
で
も
あ
っ
た
。

1
0
0
年
前
に
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が

猛
威
を
ふ
る
い
、
今
日
の
コ
ロ
ナ
以

上
に
世
界
規
模
で
感
染
拡
大
化
し
て

は
多
く
の
知
名
人
が
命
を
落
と
し
て

い
た
。

　

与
謝
野
鉄
幹
や
日
本
女
性
と
し
て

最
初
に
海
外
留
学
を
果
た
し
た
山
川

捨
松
も
流
行
り
病
で
落
命
し
て
い
る

し
、
平
民
宰
相
と
呼
ば
れ
た
原
敬
総

理
大
臣
も
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
冒
さ
れ

る
も
一
命
を
取
り
止
め
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
で
、
決
し
て
油
断

な
ら
な
い
。
い
や
、
そ
の
内
コ
ロ
ナ

が
再
び
突
然
変
異
し
て
は
、
人
間
界

に
暴
威
を
ふ
る
う
や
も
し
れ
な
い
。

必
ず
や
再
び
新
種
で
毒
性
の
強
い
新

型
の
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る
と
す
れ

ば
我
々
人
類
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の

脅
威
と
な
っ
て
し
ま
う
。
く
り
返
す

が
今
日
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
絶
滅

す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
私

た
ち
人
間
界
の
中
で
脈
々
と
生
き
続

け
て
い
く
に
違
い
な
い
し
、
油
断
な

ら
な
い
強
か
な
コ
ロ
ナ
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
も
マ
ス
ク
の
着
用
に
手
洗
い

の
励
行
な
ど
基
本
的
に
予
防
策
は
欠

か
す
こ
と
な
く
引
き
続
き
厳
守
し
て

行
う
と
心
に
決
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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は
庚
申
信
仰
の
潜
行
が
あ
っ
た
ろ

う
。
庚
申
信
仰
は
不
老
長
生
を
旨
と

す
る
古
代
中
国
の
民
間
信
仰
「
道

教
」
の
守し
ゅ
こ
う
し
ん

庚
申
の
禁
忌
の
教
え
が
8

世
紀
の
奈
良
時
代
に
唐
（
6
1
8

～
9
0
7
）
か
ら
伝
来
し
、
神
道
・

仏
教
と
習
合
し
て
江
戸
期
に
盛
行
し

た
。

　

本
市
に
1
2
0
余
り
あ
る
庚
申

塔
（
多
い
区
順
は
、
御
笠
・
山
口
・

筑
紫
・
山
家
・
二
日
市
）
の
う
ち
、

18
世
紀
前
半
ま
で
は
青
面
金
剛
や
帝

釈
天
を
本
尊
と
す
る
仏
教
系
の
「
庚

申
尊
天
」
銘
の
石
塔
が
7
割
弱
、
猿

田
毘
古
命
を
本
尊
と
す
る
神
道
系

の
「
猿
田
彦
大
神
」
銘
の
石
塔
が

3
割
強
で
あ

る
。
国
学
興

隆
と
も
関
わ

る
の
か
50
年

後
の
18
世
紀

後
半
よ
り
明

治
期
で
は
神

道
系
石
塔
が

多
く
な
っ
て

　

半
世
紀
も
地
域
に
住
み
続
け
る
と

散
歩
途
中
で
目
立
つ
石
塔
も
あ
る
。

庚
申
塔
が
そ
れ
で
、
私
は
何
だ
コ

レ
！
と
興
味
を
そ
そ
ら
れ
『
筑
紫
野

市
史
』
に
も
撚
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
直
前
の
2
0
1
9
年
か
ら
1
年

余
、
藪
の
中
で
は
蚊
に
刺
さ
れ
、
風

化
が
進
み
読
み
づ
ら
い
碑
銘
に
目
を

凝
ら
し
て
歩
き
回
っ
た
。
以
下
は
主

に
1
7
2
0
年
代
頃
ま
で
の
初
期

庚
申
塔
を
巡
り
歩
い
て
想
っ
た
点
で

あ
る
。

　

庚
申
塔
は
庚
申
講
結
成
の
記
念
碑

と
し
て
幾
年
か
後
に
社
・
寺
・
辻
に

設
置
さ
れ
た
。
仲
間
内
の
寄
り
合
い

と
も
思
え
る
「
講
」
結
成
の
前
に

い
く
。
3
0
0
年
前
の
1
7
2
0

年
代
に
仏
教
系
の
石
塔
が
設
置
さ

れ
た
月
日
順
を
記
す
と
以
下
の
地

区
順
と
な
る
。「
当
村
氏
子
中
」
が

享
保
5
（
1
7
2
0
）
年
8
月
10

日
（
旧
暦
）
に
設
置
し
た
と
見
え

る
永
岡
八
幡
宮
以
下
、
俗
明
院

（
1
7
2
0
）・
本
導
寺（
1
7
2
2
）・

柚
須
原
（
1
7
2
2
）・
牛
島

（
1
7
2
3
）・
山
家
（
1
7
2
4
）・

針

摺
（
1
7
2
5
）・

山

口

（
1
7
2
7
）・
山
家
（
1
7
2
9
）・

下
見（
1
7
2
9
）・
隈（
1
7
3
6
）。

神
道
系
石
塔
の
設
置
順
は
、
山
家

宝
満
宮
（
1
7
1
5
）・
阿
志
岐

（
1
7
1
6
）・
平
等
寺（
1
7
2
3
）・

西
小
田
（
1
7
2
6
）・
原
田

（
1
7
2
9
）
で
あ
る
。
ど
う
や
ら

18
世
紀
前
半
の
初
期
庚
申
塔
の
設
置

は
、
い
ず
れ
も
現
在
の
二
日
市
の
街

区
を
半
ば
取
り
囲
む
宝
満
川
水
系
の

周
辺
地
区
農
村
部
集
落
か
ら
始
ま
っ

た
よ
う
だ
。

　

庚
申
の
教
え
と
は
60
日
ご
と
に
巡

る
干え

と支
で
あ
る
庚か
の
え
さ
る申の
日
の
夜
、
村

人
の
体
内
に
潜
む
三さ
ん
し尸
な
る
虫
が
人

の
睡
り
に
乗
じ
て
そ
の
罪
業
を
天
帝

に
告
げ
る
こ
と
で
人
の
命
が
縮
む
の

を
防
ぐ
た
め
、
村
び
と
は
夜
通
し
酒

食
を
伴
う
神
事
と
し
て
の
禁
忌
に
励

む
べ
し
と
い
う
も
の
だ
。
で
は
ど
う

し
て
18
世
紀
前
半
に
庚
申
講
結
成
→

石
塔
設
置
が
始
ま
っ
た
の
か
。
そ
の

背
景
に
は
農
業
生
産
の
前
進
に
伴
う

封
建
権
力
側
の
収
奪
の
強
化
に
対
し

て
、
そ
れ
ま
で
の
神
道
・
古
代
仏
教
・

禅
宗
以
外
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
農
民

の
側
で
も
、
民
間
信
仰
の
許
容
を
求

め
て
庄
屋
を
介
し
た
権
力
側
と
の
間

で
一
定
の
妥
協
ま
た
は
黙
認
を
勝
ち

得
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
18
世
紀
後
半
以
降
の
別
な
石

塔
で
あ
る
大
行
事
（
牛
馬
・
農
耕
の

守
護
神
）
や
五
穀
（
米
、
粟
、
黍
、

麦
、
豆
）
神
の
設
置
よ
り
5
、
60
年

も
以
前
に
始
ま
っ
た
こ
の
タ
ブ
ー
な

庚
申
講
で
は
、
共
同
体
の
絆
が
深
め

ら
れ
、
恐
ら
く
飲
食
談
笑
の
な
か
で

は
農
事
・
祭
礼
等
々
に
つ
い
て
の
段

取
り
も
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。

随随
想想

庚
申
塔
を
巡
り
歩
く

庚
申
塔
を
巡
り
歩
く

�

筑
紫
第
3
ク
ラ
ブ
　
　
和
田
　
正
廣

庚申尊天庚申尊天

猿田毘古大神猿田毘古大神

庚申塔と一緒に庚申塔と一緒に



●筑紫野市商工観光課 発行『歌碑・句碑を歩く』より引用
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大
伴
旅
人
、
四
鋼
な
ど
の
筑
紫
歌
壇

大
伴
旅
人
、
四
鋼
な
ど
の
筑
紫
歌
壇

第
二
回
歌
碑
歌
碑
・・
句
碑
句
碑
をを
歩
く
歩
く

唐
人
の

唐
人
の  

衣
染
む
と
ふ

衣
染
む
と
ふ

紫
の
　

紫
の
　

情
に
染
み
て

情
に
染
み
て

思
ほ
ゆ
る
か
も

思
ほ
ゆ
る
か
も

橘
の
　
花
散
る
里
の

橘
の
　
花
散
る
里
の

霍霍ほ
と
と
ぎ
す

ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
公
鳥

片
恋
し
つ
つ

片
恋
し
つ
つ

鳴
く
日
し
そ
多
き

鳴
く
日
し
そ
多
き

　

万
葉
の
昔
か
ら
政
治
と
文
化
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
筑つ
く
し紫

。
多
く

の
歌
人
や
俳
人
が
ひ
と
と
き
の
歓
楽
を
詠
み
、
和
歌
や
俳
句
を
遺
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
筑
紫
野
に
あ
る
、
歌
碑
や
句
碑
を
訪
ね
ご
紹
介
し
ま
す
。

【原　文】【原　文】
【　訳　】【　訳　】

【作　者】【作　者】

【建設地】【建設地】

を
み
な
へ
し

を
み
な
へ
し

秋
萩
交
じ
る

秋
萩
交
じ
る

蘆蘆あ
し
き
の

あ
し
き
の

城
野
城
野
はは

今
日
を
始
め
て

今
日
を
始
め
て

万万よ
ろ
ず
よ

よ
ろ
ず
よ代代

に
見
む

に
見
む

【原　文】【原　文】
【　訳　】【　訳　】

【作　者】【作　者】
【建設地】【建設地】

辛人之　衣染云　紫之情余染而　所念鴨辛人之　衣染云　紫之情余染而　所念鴨
韓・唐人の優れた染色の技で染めた高貴な紫色の衣が心に染みついて韓・唐人の優れた染色の技で染めた高貴な紫色の衣が心に染みついて
忘れ難く思われます。忘れ難く思われます。
大典麻田連陽春（だいてんあさだのむらじやす）。大宰帥大伴卿大納言大典麻田連陽春（だいてんあさだのむらじやす）。大宰帥大伴卿大納言
に昇進上京されるに当り府の役人等卿と筑前国蘆城の駅家にて惜別の宴に昇進上京されるに当り府の役人等卿と筑前国蘆城の駅家にて惜別の宴
を設けた時に詠める歌。を設けた時に詠める歌。
筑紫野市大字吉木 1769 番地付近、吉木公民館前交差点の次の信号を筑紫野市大字吉木 1769 番地付近、吉木公民館前交差点の次の信号を
右折、御笠橋を渡って右側（二日市方面から）右折、御笠橋を渡って右側（二日市方面から）

【原　文【原　文】】
【　訳　】【　訳　】

【作　者】【作　者】

【建設地】【建設地】

娘部思　秋荸孑交　蘆城野　今日乎始而尒萬代　將見娘部思　秋荸孑交　蘆城野　今日乎始而尒萬代　將見
おみなえしと萩とがまじり合って咲いている。秋景色にあふれる蘆城おみなえしと萩とがまじり合って咲いている。秋景色にあふれる蘆城
野は、今日からずっと、いつまでも眺めを楽しもう。野は、今日からずっと、いつまでも眺めを楽しもう。
不詳。大宰府の役人の一人が宴会を張った時に歌った。不詳。大宰府の役人の一人が宴会を張った時に歌った。
筑紫野市大字吉木 2526 番地 1、吉木小学校の校庭筑紫野市大字吉木 2526 番地 1、吉木小学校の校庭

橘之　花散里乃　霍公鳥　片戀爲乍　鳴日四曾多寸橘之　花散里乃　霍公鳥　片戀爲乍　鳴日四曾多寸
橘の白い花も散る初夏のこの里は、ほととぎすも、一羽だけで誰かを橘の白い花も散る初夏のこの里は、ほととぎすも、一羽だけで誰かを
恋いしそうに鳴く日が多いことである。恋いしそうに鳴く日が多いことである。
大伴　旅人（おおともの　たびと）　神亀 5年（728）、愛妻大伴郎女大伴　旅人（おおともの　たびと）　神亀 5年（728）、愛妻大伴郎女
を亡くした大宰帥旅人が嘆き悲しみの心を詠んだ。を亡くした大宰帥旅人が嘆き悲しみの心を詠んだ。
筑紫野市上古賀 1丁目 5番 1号、文化会館前筑紫野市上古賀 1丁目 5番 1号、文化会館前
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スポンサーへのお礼

　このたびは「椿山」の発行にあたりま
して広告の掲載をいただき誠にありがと
うございました。
　本誌は、会員が豊かで幸せな生活を送
れるように願って発行いたしております。
　これからも末永きご厚誼、ご支援を賜
りますようお願い申しあげます。
筑紫野市シニアクラブ連合会
� 会　長　島村　紀生

編 記後集

　猛威をふるっていた新型コロナウイルスも 5月か
ら5類に移行されたことにより、規制の緩和とともに、
各地では行事が再開され賑わいを見せています。
　各校区・単位クラブの皆さんの活動も以前のよう
に活気が戻ってくることでしょう。暑い日々が続き
ますので熱中症に十分な注意が必要です。
　広報紙「椿山」は皆さんの活動の様子や随筆、文
芸などのご投稿をお待ちしております。

　文教部

会員文芸

【
五
【
五  

行行  

歌
】
歌
】

桜
台
ほ
の
ぼ
の
会

桜
台
ほ
の
ぼ
の
会

　
　
五
行
歌
の
会

　
　
五
行
歌
の
会

【
俳
【
俳  

句
】
句
】

天
山
悠
遊
ク
ラ
ブ

天
山
悠
遊
ク
ラ
ブ

【
中
村　

和
子
】

西
村
蓬
頭　

選

里
人
の
数
よ
り
多
し
鯉
の
ぼ
り

風
に
舞
う
梅
の
落
花
や
宰
府
道

鉄
塔
の
立
ち
た
る
丘
や
雲
の
峰

来
し
友
に
畑
あ
や
め
を
自
慢
し
て

秋
の
宵
静
か
に
響
く
寺
の
鐘

彼
岸
花
棚
田
の
畦
を
縁
ど
り
て

庭
下
駄
の
木
目
く
っ
き
り
月
冴
ゆ
る

年
送
る
仏
間
の
母
に
燭
点
し

【
川
上　

幸
子
】

久
し
振
り
の

五
行
歌
の
集
い

皆
で
楽
し
い

お
話
で

過
ぎ
る
一
と
き

い
ち
ご
狩
り

隣
の
空
き
地
で

わ
ら
び
採
り

一
・
二
本
見
つ
け
て

大
喜
び

わ
が
家
の

可
愛
い
い
ト
ロ
ち
ゃ
ん

家
に
来
て
10
年
か
な

長
生
し
て
ネ
と

だ
っ
こ
す
る

【
森
部　

チ
エ
子
】

あ
る
施
設

自
分
を
忘
れ
て

暮
ら
す
日
々

わ
が
身
も
思
う

終
活
の
た
そ
が
れ

バ
ラ
園

色
と
り
ど
り
の

美
し
さ
に
感
嘆

香
り
が
風
に
乗
っ
て

頬
を
撫
て
ゆ
く

母
の
日

息
子
夫
婦
の
祝

家
路
に
寺
で

手
を
合
は
せ

至
福
の
一ひ

と
と
き刻

ミ
ニ
旅
行

久
し
振
り
の
カ
ラ
オ
ケ

九
十
過
ぎ
の

美
声
と
誉
め
ら
れ

自
己
満
足

久
し
ぶ
り
の

い
ち
ご
狩
り

春
の
息
吹
を

口
に
入
れ

感
謝
と
共
に
こ
の
幸
せ

【
中
野　

信
子
】

小
さ
な
背
中
に

大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

お
し
ゃ
べ
り
に
合
せ

右
に
左
に
踊
っ
て
る

新
緑
の
通
学
路

白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
衣
替
え

う
す
く
色
づ
い
た

紫
陽
花
生
け
て

部
屋
も

初
夏
に
模
様
替
え

【
氏
本　

ツ
ギ
子
】

気
持
だ
け
で

嬉
し
い
よ

で
も
い
つ
の
間
に
か

値
踏
み
し
て
い
る

嫁
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

孫
か
ら

家
族
の
写
真

息
子
に
似
た

顔
さ
が
し
い
る

私ど
ん
だ
け
え
…

そ
の
な
の
関
係
な
い
!!

通
販
の
番
組

つ
ら
れ
て
電
話
す
る

私

雨
あ
が
り
の
午
後

ア
ジ
サ
イ
の
花
び
ら
に

雨
粒
が
ひ
か
っ
て
る

音
の
な
い

一
人
の
時
間

冬
の
朝

日ひ
よ
り
あ
め

和
雨

太
陽
の
向
こ
う
に

虹
が
出
て

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
予
感



「椿
ちんざん
山」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。

筑 紫 野 市 シ ニ ア 連 第 88号（24）令和 5年 8月 1日

私たちは筑紫野市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

これが私の生きがいこれが私の生きがい

暑さに負けない！
トレーニング

　私は 40歳で日本ソフトボール協会 3種公　私は 40歳で日本ソフトボール協会 3種公
認審判員の資格を取得、その後 2種、そして認審判員の資格を取得、その後 2種、そして
現在は 1種公認審判員で審判歴 45年になり現在は 1種公認審判員で審判歴 45年になり
85歳の今でも現役で頑張っています。85歳の今でも現役で頑張っています。
　昨年（令和 4年）は、公益財団法人日本ソ　昨年（令和 4年）は、公益財団法人日本ソ
フトボール協会より永年公認審判員としてソフトボール協会より永年公認審判員としてソ
フトボール競技の普及に貢献したことで『終フトボール競技の普及に貢献したことで『終
身審判員証』の称号を付与されました。身審判員証』の称号を付与されました。
　皆さんソフトボール競技はご存知と思いま　皆さんソフトボール競技はご存知と思いま
す。オリンピック大会での日本女子チームのす。オリンピック大会での日本女子チームの
活躍はテレビで観られた方も多いと思います。活躍はテレビで観られた方も多いと思います。
特に上野投手（福岡市出身）の快投に胸が熱特に上野投手（福岡市出身）の快投に胸が熱
くなったのを思い出します。くなったのを思い出します。
　ソフトボールの試合は、小学生大会、中学　ソフトボールの試合は、小学生大会、中学
生大会（中体連）、高校生大会（高体連）、一生大会（中体連）、高校生大会（高体連）、一

下見シニアクラブ　大石　義信

審判員として普及に貢献審判員として普及に貢献

の私 趣味

般男子・女般男子・女
子、シニア子、シニア
大会そして、大会そして、
会社などの会社などの
レクリエーレクリエー
シ ョ ン やシ ョ ン や
様々な試合があります。様々な試合があります。
　シーズン（3月～ 11 月）になると色んな　シーズン（3月～ 11 月）になると色んな
大会がありますが、5月～ 9月の暑い時期は大会がありますが、5月～ 9月の暑い時期は
大変です。炎天下のなかで試合をしている選大変です。炎天下のなかで試合をしている選
手は大変ですが、スリーアウトになると攻守手は大変ですが、スリーアウトになると攻守
交代でベンチにさがります。しかし審判員は、交代でベンチにさがります。しかし審判員は、
7回終了または時間（時間制）がくるまで交7回終了または時間（時間制）がくるまで交
代はありません。代はありません。
　私は暑さ対策として、トレーニングを兼ね　私は暑さ対策として、トレーニングを兼ね
て、カミーリヤ裏のウォーキングコース（1て、カミーリヤ裏のウォーキングコース（1
周 400 メートル）を速歩（時速 6キロメー周 400 メートル）を速歩（時速 6キロメー
トル）で 8キロメートル（20周）、自宅からトル）で 8キロメートル（20周）、自宅から
カミーリヤ往復 2キロメートル、計 10キロカミーリヤ往復 2キロメートル、計 10キロ
メートルを、週 4日を目標にウォーキングをメートルを、週 4日を目標にウォーキングを
しています。しかも、午前中はグラウンド・しています。しかも、午前中はグラウンド・
ゴルフをしていますので、一番暑い午後 2時ゴルフをしていますので、一番暑い午後 2時
から 4時頃の時間帯におこなっています。から 4時頃の時間帯におこなっています。
　これからは、私も年齢的に大きな大会は体　これからは、私も年齢的に大きな大会は体
がついていかない面もありますので、主に小・がついていかない面もありますので、主に小・
中学生の大会や地域の大会などで頑張りたい中学生の大会や地域の大会などで頑張りたい
と思います。と思います。


